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⽔
道
⽔やっと事態を認識

研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

矢
崎
企
画
総
務
部
長
　

施
設
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、
水
道
法
に
基

づ
き
定
め
ら
れ
た
水
質
基
準
は
、

生
涯
に
わ
た
る
連
続
的
な
摂
取

を
し
て
も
０
人
の
健
康
に
影
響

が
生
じ
な
い
水
準
で
設
定
し
て

い
る
と
い
う
回
答
。
健
康
に
対

す
る
リ
ス
ク
は
な
い
と
考
え
る
。

伊
藤
（
組
合
）

　

飲
用
に
つ
い
て

は
そ
う
で
あ
る
が
、
実
験
系
で

は
、フ
ィ
ル
タ
ー
が
よ
く
つ
ま
る
。

フ
ィ
ル
タ
ー
購
入
費
の
補
助
と

か
の
制
度
は
な
い
の
か
。

矢
崎
　

聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

伊
藤
　

水
道
水
か
ら
地
下
水
に

変
え
る
こ
と
で
水
道
代
が
安
く

な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
と
、
実

験
系
で
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
買
い

換
え
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比

較
し
て
、
ど
れ
だ
け
と
く
に
な
っ

た
の
か
、
現
時
点
で
わ
か
ら
な

い
。
そ
の
金
額
が
け
っ
こ
う
な
も

の
に
な
る
の
で
、
そ
こ
は
ケ
ア

し
て
ほ
し
い
。

小
田
（
組
合
）

　

素
朴
な
身
近
な

生
活
レ
ベ
ル
で
は
、
お
茶
の
ポ
ッ

ト
も
早
く
壊
れ
る
。

伊
藤
　

医
学
部
は
か
な
り
の
金

が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
飲
み
水
で
は
な
く
精
密
機

器
の
観
点
で
問
い
合
わ
せ
た
い
。

矢
崎
　

職
員
の
な
か
で
、
ポ
ッ

ト
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
ま
る
と

い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
実
際
に
自
分
で
開
け
た
こ

と
が
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
大
学
の

地
下
水
の
水
と
い
う
の
は
カ
ル

シ
ウ
ム
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
の

か
。
そ
れ
だ
と
、
生
涯
に
わ
た

る
連
続
的
な
摂
取
を
し
て
も
、

人
の
健
康
に
影
響
が
生
じ
な
い

基
準
と
し
て
設
定
し
て
い
る
と

い
う
の
は
、
ど
こ
に
基
準
が
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「実際に自分でポットを開けたことがない」……（企画総務部長）

無
期
転
換
後
の
契
約
書
の
記
載
な
ど
に
課
題
を
残
す

　

15
日
、
三
重
大
学
教
職
員
組
合
（
中
央
）

の
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
三
重
国
公
共
闘
の
神
部
康
生
議

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
み
え
労
連
事

務
局
次
長
の
高
岡
秀
基
事
務
局
次
長
か
ら

来
賓
あ
い
さ
つ
。
高
岡
さ
ん
は
、
こ
の
間
、

防
衛
省
の
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度

に
反
対
す
る
と
り
く
み
で
、
み
え
労
連
を

含
む
58
団
体
が
学
長
申
し
入
れ
し
た
こ
と

の
意
義
、
来
年
に
控
え
た
労
働
契
約
法18

条
に
基
づ
く
有
期
雇
用
労
働
者
の
無
期
転

換
に
つ
い
て
の
と
り
く
み
、
お
よ
び
授
業

料･

奨
学
金
等
に
つ
い
て
の
三
重
大
学
で

の
運
動
に
、
連
帯
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
討
論
で
は
、
給
与
制
度
に
つ
い

て
は
「
地
域
手
当
６
％
の
支
給
」
を
、
防

衛
省
の
外
部
資
金
に
つ
い
て
は
「
軍
事
研

究
が
行
わ
れ
な
い
体
制
づ
く
り
」
を
、「
国

政
選
挙
の
つ
い
て
の
服
務
規
律
」
に
つ
い

て
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め

る
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
「
問
題
を
糾
し
て

い
く
」、
無
期
転
換
後
の
労
働
契
約
書
に

つ
い
て
は
「
当
局
に
適
正
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
要
求
す
る
」
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
人
文
支
部
か
ら
の
適
切

な
と
り
く
み
要
請
等
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

去
る
３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
団
体
交
渉
の
際
に
出
し
た
、
学
内
の

数
導
水
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ケ
イ
酸
塩
な
ど
に
よ
る
沈
殿
の
問
題
に

つ
い
て
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
組
合
側
は
、「
現
在
の
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

団体交渉速報その②

も
っ
と
実
情
の
認
識
を

が
ど
の
程
度
で
あ
る
の
か
の
説
明
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、
正
確

な
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
」と
の
要
求
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
大
き
く
動
き
そ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。



（２） 第１５９号                    週刊あのつ             ２０１７年 ３⽉２１⽇（⽕）

残
業
１
０
０
時
間
ま
で
!?

⻑
年
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

　

２
０
０
３
年
か
ら
人
文
学
部
、
そ
し
て
２
０
１
４
年

か
ら
教
養
教
育
機
構
に
お
い
て
勤
務
さ
せ
て
頂
き
、
計

14
年
間
に
わ
た
っ
て
三
重
大
学
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
年
齢
的
に
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
か
と
思
い
、
２
０
１
７
年
４
月
よ
り
、 杉

崎　

鉱
司
さ
ん
か
ら

関
西
学
院
大
学
文
学
部
に
て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
組
合
活
動
に
は
あ
ま
り
貢
献
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
人
文
学
部
に
赴
任
し
て
数
年
後
に
、
人

文
学
部
支
部
の
会
計
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
先

生
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
が
良
い
思
い
出
で

す
。
こ
の
間
、
高
等
教
育
創
造
開
発
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
・
地
域
人
材
教
育
開
発
機
構
副
機
構
長
・
学

長
補
佐
（
教
務
担
当
）
な
ど
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
何
と
か
無
事
に
業
務
に
対
応
で
き
た
の
は
、
人

文
学
部
や
教
養
教
育
機
構
の
先
生
方
・
職
員
の
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
住
所
（
津
市
）
か
ら
引
っ
越
し
は

し
ま
せ
ん
の
で
、
ま
た
何
か
の
機
会
に
ご
協
力
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。

安
倍「
働
き
方
改
革
」

政
労
使
で
合
意
―
連
合
・
神
津
会
長
ま
で
も
…
…

方
改
革
実
現
会
議
」
で
示
さ

れ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
は
、

（
１
）
年
間
で
は
７
２
０
時
間

ま
で
、（
２
）
２
か
月
な
い
し

６
か
月
で
は
平
均
は
80
時
間
ま

で
、（
３
）
単
月
は
１
０
０
時

間
「
未
満
」
ま
で
、（
４
）
月

45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
は
半
年
ま
で
、
法
律
で
容
認

す
る
と
の
内
容
で
す
。

　

ま
た
長
時
間
労
働
の
上
限
規

制
の
適
用
を
先
延
ば
し
し
、
イ

ン
タ
ー
バ
ル
制
度
導
入
は
努
力

義
務
に
。
ま
た
「
裁
量
労
働
制

の
拡
大
」
と
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
創
設
」
の
撤
回

の
確
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時間外・休日労働を命じることのできる
場合（２条）
(1)対外的事由により、限られた時間内に業務を
行う必要があるとき
(2)教務、就職等の学生支援業務が集中し、限
られた時間内に業務を行う必要があるとき(3)
(3)入学試験、入学試験関連業務を行う必要が
あるとき
(4)各種行事又は会議の資料作成及びその他行
事・会議開催に係る業務であって、限られた時
間内に業務を行う必要があるとき
(5)予算、決算、契約又は人事等の業務であって、
限られた時間内に業務を行う必要があるとき
(7)専門的な技術、知識、経験等を必要とする
業務を行う場合であって、臨時に業務を行う必
要があるとき
(8)災害又は災害発生のおそれのある時など、
臨時に作業を行う必要があるとき
(9)各種システムの運用、操作等を行う業務で
あって、臨時に業務を行う必要があるとき
(10)緊急を要する施設管理・補修のための業務
を行う必要があるとき
(11)診療報酬請求のためのデータ入力等を期限
までに行う必要があるとき
(12)病院等で緊急の患者等の対応のため,臨時
に業務を行う必要があるとき
(13)教育研究に必要と認められる事由が生じたとき
(14)その他各号に準ずる事由が生じたとき

三重⼤学の残業労使協定（３６協定）

せめて 11 時間の
　インターバルを

時間外労働の限度

　１日　５時間

　１ヵ月　45 時間

　１年　360 時間

休日労働の限度
　１ヵ月　２日

 

３
月
13
日
、
政
府
の
「
働
き

完
全
解
放
は
午
後
10
時
15
分
か
ら
翌
朝
８
時
30
分
の
み

　

現
在
、
過
半
数
代
表
者
と
の

労
使
協
定
に
付
さ
れ
つ
つ
あ
る

36
協
定
の
内
容
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
限

度
を
超
え
て
残
業
さ
せ
る
た
め

の
規
定
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
一
時
的
又
は
突
発
的
」
な
場
合

に
、「
事
前
に
過
半
数
代
表
者

に
通
告
し
、
１
日
６
時
間
、
１
ヵ

月
60
時
間
、
年
間
４
５
０
時
間

ま
で
」
等
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
時
間
残
業
さ
せ
る

場
合
に
は
、「
過
半
数
代
表
者

に
再
通
告
し
た
場
合
に
限
り
」

１
日
15
時
間
、
１
ヵ
月
80
時
間
、

年
間
６
３
０
時
間
ま
で
残
業
可

能
で
す
。
長
時
間
労
働
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
規
制
が
ゆ
る
く
な

る
印
象
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
と
、
せ
め
て

11
時
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
保

障
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう


